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写真館写真館元気な子供たちの笑顔でパワーアップ

　10月30日、工藤市長が行田保育園を訪れ、「一日保育士体験」に
参加しました。
　この事業は、子供たちの成長や保育所での保育の状況、さらに
は保育所が果たしている役割などを、親を中心とした地域住民に理
解してもらうために実施されています。今回初めて参加した工藤市
長は、園児たちとマラソンやジャンケンゲームなどを行い、楽しい
時間を過ごしました。園児たちが笑顔ですくすくと成長できるよう
に、本市ではこれからも子育て環境の充実を図っていきます。
　家庭とは違った表情を見せる子供たちに出会える一日保育士体
験。保護者の皆さんもぜひ一度参加してみてはいかがでしょうか。

全国藩校サミット行田大会に向けて

　10月26日、商工センターで（財）忍郷友会主催の「第12回全
国藩校サミット行田大会開催に向けた講演会」が行われました。
　この講演会は、来年7月に本市で全国藩校サミットが開催さ
れることから、藩校教育の理念などについて理解を深めてもら
うために行われたものです。元埼玉県教育長の荒井桂さんを講
師に迎え、江戸時代は、藩校の優れた人材教育が藩の充実につ
ながったことなどが分かりやすく説明されました。参加者は、藩
校教育の歴史的価値を理解するとともに、来年開催される藩校
サミットを心待ちにしている様子でした。

笑顔あふれる人権ふれあいまつり

　10月19日、「みらい」文化ホールで第11回北埼玉地区「みん
な笑顔で人権ふれあいまつり」が開催されました。
　この催しは、「人権尊重社会をめざす県民運動事業」の一環と
して行われたもので、人権問題についての関心と理解を深め
てもらうことを目的としています。　
　当日は、人権作文の発表や団体などによる舞台発表が行わ
れた他、地域の特産品が販売されるなど、さまざまな催しが
行われました。会場を訪れた方は、改めて人権問題について
関心と理解を深めるとともに、笑顔あふれる楽しいイベントを
満喫していました。

趣味や活動の成果を発表する場として

　11月7日から10日まで、コミュニティセンターみず
しろで「みずしろフェスタ～いざ出陣～」が開催されま
した。
　ベビーサインの実演やダンスの披露の他、手作りの
料理やお菓子、アクセサリーの販売など、29のＮＰＯ法
人やサークルによる趣味や日々の活動の発表が行われ
ました。会場に足を運んだ方が世代を問わず交流し、
大いににぎわった4日間となりました。

サケの雄姿に生命の神秘を感じて

　11月9日、利根大堰でサケ遡上・採卵観察会が開催され
ました。
　この催しは、利根川に遡上してくるサケの保護活動の一環
として行われたものです。サケの生態や利根大堰についての
説明、さらにはクイズ大会など盛りだくさんの内容となって
おり、今年も大勢の方が訪れました。採卵のときには、サケ
のお腹から卵がしぼり出される光景に、子どもから大人まで
が真剣に見入っていました。大海原を回遊し、生まれ故郷で
ある利根川に戻ってきたサケの雄姿に、来場者誰もが生命の
神秘を感じることができた観察会となりました。

歴史が息づく行田の魅力が満載の忍城時代まつり

　11月10日、市役所周辺で第34回行田商工祭・忍城時代まつ
りが行われました。
　商工会議所が主催しているこの祭りは、行田の秋を彩る一大イ
ベント。毎年恒例となっている火縄銃演武をはじめ、忍城おもて
なし甲冑隊が中心となって結成した「成田座」による合戦劇「忍城
最後の戦い」などが披露されると、会場を埋め尽くした観客から
大きな歓声や拍手が送られました。来場者は、歴史が息づく行田
の魅力を存分に感じることができたようです。

健康寿命を延ばす秘訣を紹介

　11月19日、商工センターホールで健康づくり講演
会「賢く食べて健康寿命を延ばす～世界調査で分かっ
た秘訣～」が行われました。
　大豆をテーマにした家森幸男さんによる講演では、
世界中で行った調査から分かった大豆の優れた健康効
果や健康長寿であるためのバランスのとれた食生活の
あり方などについて紹介。参加者は大豆が持つ栄養
パワーに驚かされるとともに、健康づくりにおける「食」
の大切さを実感していました。

ひ けつ

自分たちの地域は自分たちで守る

　11月16日、自主防災組織を対象にした平成25年度行田市
防災訓練が埼玉県立総合教育センターで行われました。
　防災訓練については、昨年から自主防災組織を対象に市内
を5ブロックに分けて実施しており、この日は、東ブロックの
20団体148人が参加。応急手当訓練や初期消火訓練などを
実施しました。また、今年から、台風やゲリラ豪雨による水
害に備えるため、土のう作り訓練が新たに加わりました。
　参加者たちは、訓練を通して防災意識や知識の向上が図れ
た他、「自分たちの地域は自分たちで守る」ことの重要性を再
認識していました。
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